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函館駅前・西部地区 花いっぱい業務 提案書

函館を花景色で楽しむ憩いの花壇



2003年より
現駅舎になる

2024 年夏現在　　　
変化し続ける函館駅前花壇の様子

函館駅前・西部地区 花いっぱい業務 提案書

  函館の海と灯り（夜景・漁火）を感じる花壇

函館駅前及び大門地区そして西部地区の全体を通し
て、街に魅力的な花の修景を行い、多くの市民や観光
客が何度も訪れてくれる、足を運んでくれるような、花
に彩られた美しく、楽しい、潤いを感じられる花の街
づくりを提案します。

函館駅前から朝市そしてレンガ倉庫群から八幡坂まで
の道のりの街路灯フラワーバスケット装飾は周りの景
色が、より華やかになるよう函館駅前花壇の花色とは
少し違った明るい花色を配植します。開港通宿根草花
壇は年々ボリュームが出てきておりますが、春先は宿
根草の開花がなくやや淋しい状況を呈します。

ここの花壇は函館駅前花壇との連続性が大事な場所
であり、春の宿根草の花が咲くまでの間は一年草の駅
前花壇に使用する花と同じような花苗を植込み、より
一層の華やかさが増すような花壇づくりの提案をいた
します。そうしてまち並みの景観や魅力をより向上さ
せた花と緑の「ガーデンシティ函館」を目指します。

西部地区ベイエリア周辺は道路
や歩道も整備され、多くの歩行者

に利用されることから、歩道には車
椅子利用の方も間近で観賞できる大型

の花壇が4か所設置され、宿根草が植えられて
おります。宿根草も大きく成長して見ごたえのあるも
のもありますが、抜けているものもありますので、抜
けている箇所には捕植を行います。

春の大型連休には花のない淋しい状態の花壇となり
ます。そこで新たに秋植え球根を植栽し、早春からは
球根が、晩春からは宿根草が楽しめるような花壇とし
ます。

函館駅前から大門地区の見通しが良くなり、遠くの商
店街まで目に入り各店舗への立ち入りも容易になりま
した。このため以前よりも購買意欲や飲食等が増して
いることにつながっていると思います。

駅舎から大門地区に向かう中、函館駅前花壇通路に
は駅舎を背にして通路左側の大型ガーデンコンテナ
の列植置き修景を行いさらに大門地区への視線誘導
に繋がるような、華やかな植栽とします。商店街の方
でご協力いただける方にはご了承の上、同じような植
栽をした小型コンテナを置いていただき、より函館駅
前花壇との花のつながりで統一を広げていきます。

函館を花景色で楽しむ

憩いの花壇

函館市はブランド総合研究所（東京）により2024年10
月に発表された全国1000の市町村の魅力度ランキング
で5年ぶりに1位になったことから今後ますます函館が注
目され、観光で訪れる方が多くなると考えられます。

函館を訪れる方々の期待に応えられるようまた函館らし
さを伝えられるよう海や夜景・灯り（漁火）をイメージで
きるような魅力的な花壇・草花の植栽となるようにしま
す。新型コロナ感染症も5類となり人々の往来、交流も多
くなり、国内はもとより海外からの観光客も多く来函し
てきています。 開港通宿根草花壇とフラワーバスケットのイメージ

（6月中旬頃から宿根草の開花）

ベイエリアフラワーバスケットイメージ

八幡坂通フラワーバスケット

ここはレンガ倉庫の壁と岸壁係留のイカ釣り船のバックで
函館らしい撮影スポットになっております

八幡坂通リのフラワーバスケットは木陰の多い
場所なので明度が高い花苗と彩度の高い花苗を
組み合わせ、より華やかなフラワーバスケットに
なるようにする。

薄グレー色

（初年度については春初めに一年草を植えてカバーします。）

若松ふ頭や港町へのクルーズ客船入港も2024年は約
60隻あり、特に若松ふ頭の入港の際は降りてすぐ朝市・
函館駅前・大門地区への立ち寄りで賑わいのなか、花や
緑のおもてなしで感動して頂くことを目指します。

観光市場である函館朝市にもフラワーバスケット装飾を
して、歩く目線上も華やかな通リとなり、より一層の花の
魅力で印象付けします。駅からのコンテナ植栽も花色
が、より映えるグレーの落ち着いた色合いのコンテナを
使用し、列植して駅から大門地区の線誘導となるよう設
置いたします。

函館は特殊な地形で太平洋側と日本海側から吹いて
くる強い潮風ありますので、使用する花苗は10年以上
の経験から選定した潮風に耐える強い種類を選択し
て植栽します。

同じ花の種類でも色合いを変えて、雰囲気に変化があ
りながらも統一感を作り出し、周りの建築物の色や日
照条件などを十分に考慮した上で、その場に調和する
色合いの植栽を行い、歩行者が楽しみながら観賞で
きる装飾にします。

早川 大介
驛｢譏ｴ繝ｻ邵ｺ蜀暦ｽｹ・ｧ繝ｻ・ｹ驛｢譎冗樟郢晢ｽｻ驛｢譏ｴ繝ｻ邵ｺ驢搾ｽｹ・ｧ繝ｻ・ｹ
提案書　様式７-１



函館駅前・西部地区 花いっぱい業務 提案書

函館市章 フラワーバスケットに使用する花の一部

函館朝市周辺は華やかなフラワー
バスケットでより印象付ける

「ガーデンシティ函館」のコンセプト1

「ガーデンシティ函館」駅前・大門地区

「ガーデンシティ函館」西部地区

駅前・大門地区を訪れる市民や観光客の方々に函館をイメージする海や夜
景が感じられるような色合いの花と灯りのある駅前花壇を作ります。花壇
は地区の景観に調和するような花選びを行い、そこから西部地区へ同様な
花種・花色を繋げ八幡坂までの視線誘導になるように花装飾を提案いた
します。

駅前地区は生活・交通・経済のクロスエリアとなっており、ビジネスで訪れ
る方、買い物で訪れる方、観光で訪れる方と様々です。この交流空間に作ら
れる駅前花壇が、待ち合わせの場となり、休憩の場、花を楽しむ憩い場と
して多世代の方に利用され長時間の滞在でも花に癒されるような色合い
の居心地の良い花壇とします。

ツルバラアーチやオベリスクの根元に腐食が見られることから全て取り換
え新たな装飾に変えて設置を考えます。以前②花壇に設置していたガゼボ
は③花壇に移設しさらに1基増やして、より楽しめて写真スポットになるよ
うにします。③花壇にはガゼボのほかアイアンゲートも設置して既存のツ
ルバラの誘引でバラのトンネルを作ります。

そのほかHAKODATEのじゃかご看板も2か所設置ベ
ンチも新たに2か所設置によりベンチの周りにはコン
テナ植栽もして写真を撮るときには花に囲まれた写真
スポットになるようにします。また以前②の花壇にあ
りましたロニセラはガゼボ根元に植込み這わせます。
ガゼボの中には①花壇で使用したベンチも補修し使
用してガゼボの中で休息できるようにします。②花壇
には四季咲きバラも新規植込みをして更なるバラの
花の観賞が楽しめるようにします。

函館西部地区ではそこに住み、暮らしている人たちが自主的
に、歴史と景観に配慮したデザイン性の高い美しい街づくりに
取り組んでおり観光で訪れた人たちがまた再び訪れたくなるよ
うなところですので、それぞれの場所に合う花色のフラワーバス
ケットの装飾を行います。

開港通宿根草花壇4カ所は落ち着きのある色合いの花色や葉色
を植込み一年草（春先）も派手さはなく明るいものとします。駅
前花壇で使用する花種・花色を取り入れ統一感のある花壇にな
るようにします。特に西部地区フラワーバスケットの花色には函
館市章にもある空と海の青色、歴史と市民意欲の赤、未来への
飛躍の白色を取り入れた配植で植込みします。

4月中旬から春の花苗の植栽や既存の宿根草の移植を行い、春の大
型連休までには函館駅前花壇・西部地区。フラワーバスケット装飾の
植込みを完成させて、市民はもとより函館を訪れる方々に新たな花
の装飾を楽しんで、くつろいでもらえるような場となるようにします。

宿根草については年々ボリュームが増し、特に函館駅前花壇・開港通
花壇のアジサイアナベルの大きさや広がりには多くの方が写真に収
めている姿をよく見かけます。益々の広がりに成長できるよう土壌改
良や維持管理を充実させて多くの開花で楽しめるようにします。2年
目からは、花壇にも春咲き球根と一年草で、よりボリュームアップし
た華やかな花壇にします。

函館駅前の花壇で使用するコンテナの一部には一年目から一年草だ
けでなくチューリップの植栽も行い春らしさを感じられるコンテナ植
栽とします。以前に使用した春咲球根も掘り取り鉢に植込み養生し
ているものもありますので発芽確認の上花壇内の空きスペースに一
年目は鉢ごと埋め込みして装飾します。

春咲球根は6月中旬に掘り起こし次年度にも開花できる充実した球
根を振り分け保存し、秋に花壇の空きスペースに植え、破棄すること
なく利用し、より華やかな花壇とします。6月中旬から下旬にかけて
函館駅前花壇及びフラワーバスケットは、夏花苗に切り替えて植栽
します。6月下旬では夏花のボリュームにかけますが、ラベンダーとバ
ラが満開を迎える季節になり、この時期に函館駅前を訪れる方々に
は北海道らしい景色を見ることができ楽しむことができます。こうし
て植え替えの時期でも花の開花が絶えることの無い花壇とします。

函館駅前花壇については函館の海の青色と灯りをイメージする
黄色や白色を花壇に多く取り入れ、函館らしさを感じられる色合
いの植栽とします。

①の花壇内に新たな設置の木製ゲートや木製フェンスは海や空
のイメージの青色とします。また狭い花壇スペースですので木製
ゲートを設置することにより奥行きが出ることと中心にも小さ
な花壇を作り散策できるような花壇ににします。計画図に図示
していないのですが既存のギボウシなどは株分けで増やせるも
のは木製ゲート柱の足元や樹木下の根元付近の空きスペースに
植込みをして使用できる植物は可能な限り植栽します。

②花壇には新たに木製ゲートを2基、ラウンドバスケット吊り下
げ木製組み合わせ柱材を2基設置して灯りのイメージする演出
をし、函館らしさも感じてもらえるような装飾にします。

木製フェンスや木製ゲートには壁掛けタイプのハンギングバス
ケットや以前使用した大型バスケットを使用し灯りのイメージと
なるようにします。駅舎から大門地区に向かう中、立体的な花装
飾とします。

④の花壇に設定されているフラワーバスケットは車窓から見た
り、歩行しながら見るところですので、できるだけ華やかさのあ
るもので、花のあるという赤色を植え込んだフラワーバスケット
とします。

西部地区へとつながるフラワーバスケットについては、目線の上
の高さの空間に飾ることになりますので華やかな色合いの赤系
やピンク系を多く植込み、場所ごとのフラワーバスケットの路線
の花種の同種・同色も入れながら少しづつ変化させたつながり
のあるフラワーバスケットにして配植します。

  デザイン性 春から秋にかけて絶え間なく

ボリュームを持った花を彩るデザイン

鮮やかな彩りの花による、華やかなデザイン3

2

 テーマ「函館の海と灯り（夜景・漁火）を感じる花壇」

③花壇

①花壇

②花壇

早川 大介
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令和8年2026

函館駅前・西部地区 花いっぱい業務 提案書

毎年変化していく花壇デザイン4 夜の花壇を明るく彩る花のデザイン

その他について

5

各花壇は3年間花種・花色ともに変化させて単調ににならない
ようにそしてテーマに添った色合いを植栽して同じ花色であって
も花種や花の咲き方や花の形の違うものを選び毎年函館駅前
やフラワーバスケットやコンテナ植栽の写真を写しても、以前と
同じ位置での同じものにはならないように変化させます。

花壇に使用する秋植え球根春咲の球根は新規に植え込むもの
は計画図に示していますが、前年の球根については球根を掘り
取り後、選別し、翌年開花見込みのものは保存して、空いている
場所に植え込みしますので数量の確定ができないため、発芽可
能な球根のみ空きスペースに植え込みます。計画図では空きス
ペースが広いように見えても年々華やかになることとします。

花壇内のライトアップは前回使用した
ポールライトを全て使用します。更に新し
く、②の花壇内には新たに木製波形ゲー
トに直径45㎝、直径30㎝のLEDクリスタ
ルボールを1か所に3個設置して花壇内の
通路の灯り取りとします。

明るさがある程度あるもので、かつ電気料も抑えたものにします。
通路歩行に足元を照らすことになります。また今回は花壇内には白
花や淡色の花色の植栽も多く、夕方、日が落ちても今までよりも長
時間花を楽しむことができます。

花壇内のライトアップについては今までのポールライトを使用し幻
想的な花の観賞が日中とはまた違う印象を楽しめます。

ライトアップに必要な電源は花壇に設置している電源から確保
し、使用料は業務委託費に含めて計上としします。支払いについて
は事業施工期間内使用分受託者が支払うこととします。

今回は花壇内に宿根草の風に揺れるグラス類や花なども取り入れ
て、花壇で癒されてもらいベンチも新たに設置して多くの方々の憩
いの場となるような花壇とします。

①花壇の宿根草のワイルドストロベリーはグランドカバー的にもな
ることと、メンテナンスしていると実際に食している方も目にした
ので花壇内で移植してレイアウトは変わりますが、既存とします。

①②③⑤の花壇には今回新たに増やした木製ベンチと共に、以
前用いたベンチでまだ使用可能なものも設置します。ここが写
真スポットとなるように、ベンチ脇にはコンテナを設置して花が
写りこむことや、後方には花壇の花が一緒に写り込むような植
栽とします。また、特に観光で来られた方々には函館駅名や
HAKODATEなど、函館の文字も入るような位置にベンチを設
置し、思い出の1枚に「函館」を印象付けるようにします。

木材フェンス風の垣根は再利用とします。また毎年コンテナや
フラワーバスケットに使用し廃棄処分していたアイビーを撤去時

フラワーバスケットの花苗は毎年、函館駅前花壇のフラワーバ
スケットに使用する花苗のメインの花を使用します。ただ花色は
路線ごとに変えて、統一感がありながらも花色や葉色を変え場
所ごとに色彩を変化させたフラワーバスケットにします。

  デザイン性Ⅱ 

 テーマ「函館の海と灯り（夜景・漁火）を感じる花壇」

令和 7年夏のフラワーバスケットの例ですが、使用する花苗の種類は同じでも
花色や葉色の変化で違う雰囲気が楽しめるようにします。

令和7年2025

フラワー
バスケット

フラワー
バスケット

フラワー
バスケット

夏 
開港通リ

夏
末広6号線

夏
八幡坂通

に当社の園芸店舗ハウス内で保存し、翌年植栽をして木材フェンス
やガゼボに苗を絡ませて年々成長させ、より緑の壁になるように
し、花と緑でいっぱいなるような花壇を目指します。

③花壇で使用した貴族ベンチにつ
いては再利用して写真スポットにな
るようにベンチ周りには花が映える
ような植栽をします。

早川 大介
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実現性Ⅲ

 テーマ「函館の海と灯り（夜景・漁火）を感じる花壇」

市民へのガーデニングの普及・啓発、

市民や観光客への対応

コロナウイルス感染症も5類となりましたので、市民の方々の
ガーデニング普及につながる研修としての「ガーデニング講
座」開催案内を幅広く報道機関等に依頼をします。夏花壇植栽
の時に「ガーデニング講座」を受講していただき、講座後に実際
に作業に参加して頂きます。

広く市民の皆さんと協働で函館駅前花壇を完成させます。市民
の皆さんが花と緑に触れることで、より花への興味や知識を
持って頂ことと思います。こうしたことににより函館市が花のあ
る街として更に広がり進展していくことと考えます。私たちは、
市民の皆さんと一緒に函館市の花のある街づくりの推進に貢献
できるように努めます。

市民参加エリアとして④の花壇の植栽をボランティアによる植栽
場所エリアといし、これまでの経験を活かし呼びかけを行い花
壇づくりを進めていきます。呼びかけには報道機関へのの依頼
とSNSの呼びかけとし、より広くボランティア人員を増やし函館
駅前花壇の植栽やメンテナンス等に参加していただき、函館駅
前周辺の美化にもつながるように努めます。

花壇やコンテナに使用している花苗については問い合わせなど
に対応するため、作業にあたる者に事前に教育を行い、速やか
な対応で広く市民や観光客に満足いただけるよう努めます。ま
た観光客からは花についてのことばかりではなく市電の乗降場
所やホテルの場所、函館朝市の場所などの問いも多いことか
ら、函館駅前周辺や元町付近の地理的な習得にも努めます。

既存の花壇・コンテナ・

既存樹木・宿根草について

既存の花壇には使用できるコンテナ等は多く使用し、花壇のポ
イントになるような設置や通路の導きになるような配置とし、立
体的な歩行目線に映る植栽となるようにします。

市民参加エリア④花壇と⑤⑥花壇の駐車利用の通路の狭い場
所は常に危険との隣り合わせとなるので、今回からは宿根草の
ローメンテナンスの植栽とします。

ガーデニング講座状況

ボランテイア活動状況

花の名前については、函館駅前花壇においては説明版を設置
し、各花壇の花の種と名前を、日本語・英語・韓国語・中国語・
ロシア語での説明表示をし、市民の方や観光客の方に広く植物
に興味を持ち理解をしていただくようにします。以前に行った
QRコード（二次元バーコード）での花の説明は今後も行いま
す。更に花壇の季節ごとの見ごろの時には、SNSやホームページ
などで知らせ、函館駅前地区と西部地区へ多くの人に足を運ん
でいただけるようにします。

高揚市姉妹都市提携記念樹は現状位置そのままで、撮影スポッ
トとなるような場所として、またベンチやコンテナなどの配置で
より華やかさのある場所として、広く市民はもとより観光客の方
にも友好都市函館を知っていただくようにします。

現在函館市は海外の6つの都市と姉妹都市・友好交流都市提携
を結び、交流を深めています。この場が国際化に少しでも役に立
つような華やかな場になるようにします。

③花壇ではこのようなじゃかご看板の後ろにベンチがあり写真
スポット場所ではコンテナや花に囲まれて撮影できるようにし
ます。他の花壇でも写真スポットとなる場所では花に囲まれて
の画像が取れるようなコンテナ設置や花の植栽とします。

現状の花壇内の樹木については、当社の街路樹剪定士による樹
木生理を踏まえた適切な剪定をこれまでも施してきたことによ
り、夏場の日陰も確保できるまでに成長してきました。暑い日に
は花壇を利用する方々の避暑エリアになってきており、
引き続き現状を保てるような、維持管理に努めます。
①②③⑤花壇内すべてにベンチを設置しできるだけ日陰で利用
できる場所にします。
今までも夏場の日陰のベンチの利用度が高くなっています。

これまでの業務で使用した照明につては、使用できるものすべ
てを再利用します。他にもフラワーバスケット・土留めエルフェ
やレンガ通路もまだ使用できるのでそのまま利用することとし
ます。ベンチなども使用可能なものは全て使うこととし、廃棄を
少なく、少し手を加えて長きに利用することで資源の大切さを
考慮する取り組みを積極的に行います。

花壇内に植えてあります宿根草は年々成長し続けて、そのまま使
用して更なるボリュームで、より函館駅前を利用する方々に宿根
草の成長を楽しんでいただきます。

また、株間が蜜になるほどの成長株は、株分けをして移植をし、
空いているスペースへの植栽を行います。

何年もの年数経過の既存の植物は特に移植・株分けを行いま
す。新たに新しい植物を植えて花壇を花でいっぱいにするのでは
なく既存の宿根草を増やして花壇を花いっぱいにしていきます。

当社は SDGs に積極的に取り組みます
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実現性Ⅳ

 テーマ「函館の海と灯り（夜景・漁火）を感じる花壇」

日常及び緊急時の

維持管理体制について

当社では花の健全な生育に十分な注意を払い、4月から10月ま
での長期間、花壇及びフラワーバスケットの花が美しく観賞で
き、楽しめるような維持管理作業を進めます。

花の管理には豊富な経験者や技術者が男女の隔てなく、年齢も
制限せず健康で作業不安のない方に就いていただきます。
（当社では15年以上花の業務に携わるスタッフが多数在籍して
おります。）

フラワーバスケットの作成時には、（一社）日本ハンギングバス
ケットマスター2名の保持者がいる当社の得意分野としての強
みでありますので、長年の経験と実績を活かし作業いたしま
す。
花苗の選定や日常管理についても的確に判断し、常に形の乱れ
ることなく華やかさを維持いたします。

花壇やフラワーバスケットの維持管理業務期間中は、緊急時
連絡体制表を作成するとともに気象条件を十分に把握し、協
議の上、特に台風・強風（特に日本海側からの横断経路時）に
は花壇作工物の撤去や支柱等で支え、安全対策を講じ、危険
回避を行います。

フラワーバスケットについては早急に撤去作業し、当社屋内
施設に保管します。

台風・強風の通過後は被害状況を速やかに点検・把握し、発
注者と協議の上必要事項確認後します。安全確認後に復旧作
業を行います。緊急を要する場合は電話連絡等で双方確認・
了承の上対処を速やかに行い、事後書類にて報告をいたしま
す。

④花壇の日常管理やボランティア活動時には、市民や観光客
等への安全対策として、作業範囲をカラーコーンなどで囲
い、作業看板を設置し、花壇広場を利用する方への注意表示
と安全確保に努めます。今までは駐車スペースと花壇との距
離がなく作業する方と駐車利用の車の入庫の時に危険なこと
も考えられたので今回は駐車場側約40㎝の幅に宿根草を植
込みしメンテナンスを極力少なくすることで安全を確保する
こととします。

その他

1機材当たり8 個のフラワーバスケットが吊り下げ能で現在20基保持しています。
4t箱車にて1度に5基の運搬をしています。台風接近時は速やかに車庫やハウス内に養生します。

フラワーバスケットは1か月1回の追肥となります。

私たちコンソーシアムはSDGs の
取り組みを積極的に行います。

目標4 教育

ガーデニング講座を
実施し、生涯学習の機会を
促進していきます。

女性の能力が発揮でき
活躍のできる場にし、
性差別ない社会にします。

LEDライトをを設置し
電気量の削減をします。

目標5 目標7ジェンダー平等 陸上資源

花苗の入ってきたプラスティック
トレーは生産者へ返し再利用
としてもらいます。

目標12 作る責任使う責任
休憩で購入の飲料等は
必ずマイかご・マイバッグ
持参します。

目標12 作る責任使う責任
高齢でも体力もあり社会に
貢献したい、働きたい意欲のある
方の働きの場の提供とします。

目標8 働きがいも経済成長も

1～17の持続可能な開発目標の
できる限りの活動をし続けていきます。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

維持管理期間

当社特注機材

花壇の施工管理の際には、造園施工管理技士、造園技能士、街
路樹剪定士、農薬指導士各資格保持者のもとに作業を進め、経
験の浅い作業員には技術指導や研修を事前に行い施工いたし
ます。

花壇及びフラワーバスケットの維持管理作業は天候に左右さ
れ、厳しい局面にしっかり対応しなければいけない場合が多々
ありますが、特に台風時にはそれが顕著で、台風前には一年草や
宿根草の生育への支障を最小限にする養生を行い、小さなコン
テナは撤収作業を進め対処します。

フラワーバスケットについては台風進路をしっかりと見極め、早
めの一時撤去等を行います。撤去時には当社特注機材にて作業
もスムーズに今までも行ってきましたが、短時間での移動が可
能になるようにしており撤去も設置も速やかに行います。

植物の選定にはなるべくローメンテナンスのものを選び、維持
管理をローコストに抑えることにします。
草花が春から秋まで長期間美しく咲き続ける状態を維持するた
めに、常に美観の損なうことの無いよう週1回の花がら摘み、除
草、清掃を行います。特に除草については繁茂する前に早めに
処理しきれいな景観維持に努めます。

散水については週2～3回程度を予定とし、降雨の状態を判断し
て適宜行います。

病虫害については草花を植え込む時に事前に殺虫剤を土壌に
混入して、防除策を講じますが、成長過程でどうしても発生した
場合は、第三者へ配慮のため早朝に薬剤散布をします。

土壌改良・施肥については、初年度春に現況土の上層約5㎝を
撤去して、新たに撤去部分の黒土を搬入して、腐葉土・たい肥さ
らに緩効性肥料（元肥）を混合攪拌し、2か月に1回の緩効性肥
料の追肥も行います。

函館駅前周辺施設等を利用される方や観光で市内を回られる
方へ今回の業務に関するアンケート調査を行い、常により広く
満足していただけるような花壇やフラワーバスケットの参考
になるよう、自己評価としての資料作成を行います。
花壇作業に当たり賠償責任保険やボランティア作業ではボラ
ンティア保険等に加入し、万が一に備えます。

近年夏場の高温が数日続くことが多くなってきましたので、熱
中症対策グッズの携帯や休憩時間を多めにとること、またこ
まめに水分補給をするなど健康管理に配慮し、安全作業を心
がけます。
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